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　自分が歳をとった所為か、あるいは時代
の変化が感じられる所為か、最近では威勢
の良い話には、つい疑念を持ってしまう。
東京五輪開催決定時は東京に滞在してい
たが、当事者の高揚感とは裏腹に、1964
年の東京五輪のような期待感が湧いてこ
なかった。東京の街の様子もいたって平静
だった。もう日本は発展途上にある状態を
はるかに過ぎてしまったから、五輪招致を
有り難がる状況にはないし、原発や震災
復興の課題の大きさを考えれば単純に喜
べない。日本社会はいろいろな意味で成
熟期にあり、大きな歴史的転機を迎えてい
るように感じているのは私だけではあるま
い。

　しかも、五輪決定の1週間前から3週に
わたって、NHK「スペシャル」で東京直下
型地震の可能性をめぐる特集番組を構成
し、9月1日の番組では1922年の関東大
地震の予言が完全に無視された経緯を詳
しく報道していた。だから、東京五輪開催
時に大地震が起こったらどうなるのだろう
という心配の方が先に立った。五輪招聘セ
レモニィにおける安倍首相の英語のスピ
ーチは、語尾が曖昧発声になる日本語に
比べ、語彙がはっきりして理解可能だった
が、「汚染水は完全にコントロールされて
いる」は「嘘も方便」を超えて、「口から出任
せ」の感が強い。これでは「関東大地震は
起こりません」と言うのとあまり変わらない。

「政府は何でも解決できます」というのは
政治的デマゴギーである。

　東京五輪の1964年、私は高校2年生だ
った。われわれ団塊世代が次第に日本経
済の労働力人口に組み込まれ、高度成長
が本格化する時代だ。GDPは1年間に創造
される国内の付加価値総額。それを生み
だすのは労働の質と量。年に200万人を超
える新規労働力が次々と日本経済に投入
された高度成長時代には、GDPも10％前
後の伸び率で増えていった。高度成長時代
は日本経済の青年時代だ。
　単純に言えば、労働力の純増がなけれ
ばGDPも増えない。労働人口が次第に減っ
ていくこれからの日本は、GDPが不断に成

長する時代ではなく、漸次的に減少する時
代だ。百年もすれば、日本経済のGDPは現
在の半分の水準になってしまう。今、日本は
そういう時代への転換期に入っている。
　人間の生と死のように、国の経済にも幼
年期から青年期があり、壮年期を過ぎれば
老年期を迎える。そのサイクルを繰り返し
ながら、社会が継続していく。これから百年
の日本は、高度成長が造り出した多くの遺
産を維持管理する時代に入る。しかも、労
働力が減少するなかで、過去の遺産を維
持管理しなければならないのだから、たい
へんな時代に入っていく。

　戦後の荒廃から復興した日本経済は、高
度成長の青年期をへて、今、壮年期から老
年期に向かいつつある。歳をとればいろい
ろな病気が見つかるように、日本経済も膨
大なインフラの維持管理や50に近い原発
の維持管理の問題を抱えている。それらは
いずれ耐用期限を迎えるから、修理や廃棄
により多くの力を注がなければならない。
ところが、これらの仕事を支える財政基盤
はますます弱くなっていく。巨額の財政累
積赤字を抱えているにもかかわらず、租税
を払える労働力人口が減少するのだから、
現在のインフラを維持することは不可能
だ。福島の原発廃棄ですら、当事者の東電
の資金力では到底、完遂することができな
い。そもそも、一つの原発の廃棄にどれほ
どの時間とお金がかかるのか、まだ誰にも
分からない。そういうものが全国に50近く
もある。人口が半分になれば、鉄道網も高
速道路も不要になる個所が増え、維持管理
できないものは放置される。過疎化が進む
町と同様に、過疎化が進む日本社会はます
ます多くの問題を抱え込む。
　こういうことが分かっていながら、政治家
も実業家も、目先の損得だけを追いかけて
いる。経済成長が続けば、財政問題はいず
れ解決されるなどという無責任な議論も横
行している。高度成長のような量的拡大の
時代はとっくに過ぎ去っているのに、まだ
成長持続時代の思考から抜け出すことが
できない。人々もまた、そういう政治家たち
の言動を簡単に信じてしまう。
　世に氾濫している「アベノミ(ッ)クス」なる

レトリックに政策的意図はあるが、学問的
根拠はない。一言で言えば、「アベノミ(ッ)ク
ス」は安倍政権イデオロギー。たんなる政
党・政治家のレトリックにすぎないものを、
マスコミが特効薬のごとく普及する役割を
担っている。日本経済が抱えている問題を
近視眼的に解決する方策を探っているだ
けで、その方策がもたらす負の効果や弊害
についてはほとんど議論されない。これでは

「原発は百％安全」と推進してきた戦後政
治と何ら変わりない。

　今の日本は、将来の難しい問題や解決
不能な問題には触れないで、とりあえず短
期の打開策や目先の損得を議論すること
で、本質問題の議論を回避している。「原
発のコストは安い」というのもイデオロギ
ーで、そこには原発廃棄にかかる費用は見
込まれていない。1基の廃棄に1兆円かか
るのかそれとも5兆円かかるのか、あるい
はまだ計算できないほどの金額必要なの
か。廃棄終了に20年かかるのか、それとも
50年かかるのか。政府はこういう深刻な議
論を避けて、とりあえず再稼働や原発輸出
で、官民一体で原発ビジネスが潰れないよ
うにしている。すべて問題の先送りである。
　いずれ破棄が必要なものなら、何時から
どのような手順で行うのか、どのように資
金を調達するのかを真剣に議論しなけれ
ばならないはずだ。政治家が命令したから
廃棄作業が簡単になるわけではない。まし
て、政府が一緒になって原発売込みビジネ
スをやっていては、いつまで経っても肝心
な問題は先送りされるだけだ。
　それは東京大震災の備えも、震災復興
も同じ。東京五輪で震災復興が進むとは誰
も思っていないだろう。「元気と勇気を与え
る」というのはたんなる口実。一部の東京
開発の事業者が儲かるだけの話だ。アベノ
ミ(ッ)クス・イデオロギーで株価が上がり、
金融投資できる一部の層が利益を売るの
と同じ構図だ。美辞麗句のレトリックに惑
わされない賢さが求められている。

（もりた・つねお　「ドナウの四季」編集長）
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　我が家はハンガリーで飼い始めたネコ
ちゃん2匹（ヤマトとムサシ）を日本へ輸入
しましたが、結構大変でした。その体験談
がこれからペットを持ち帰る方々の参考に
少しでもなればと思い以下の通りまとめま
した。但し、犬ではなくネコであったこと、当
方の誤解や記憶違いもあるかもしれず、あ
くまでも参考として読んで頂ければと思い
ます。

　ハンガリーからネコを日本へ持ち込む
のには、細心の注意を払う必要があります。
ざっくり言えば、「狂犬病予防注射と血液検
査をきちんとやっていれば、成田空港で留
め置かれず（最悪180日間）短時間で検疫
クリアーとなります。但し、関連書類作成に
は細心の注意が必要です」。
　ペットの輸入については、農林水産省動
物検疫所の以下ホームページ
http://www.maff.go.jp/aqs/animal/dog/
import-index.html　
http://www.maff.go.jp/aqs/animal/dog/
import-other.html
に詳細がありますが、あまりにも詳しすぎ
て5回位熟読しないと全体像が見えないの
で忍耐が必要です。

以下、項目毎に注意点やコメントを記しま
す。
１．獣医
先ず英語が通じることが重要で、日本への
ペット輸出経験があればなおベターです。

２．マイクロチップ
これは早い段階で獣医により必ず埋め込
まれますので、特にこちらから依頼する必
要ありません。

３．ＥＵパスポート
これも、ほぼ自動的に獣医により作成され
ます。基本的にはＥＵ域内のネコの移動
に必要です。成田空港の動物検疫所で見
せる必要はありませんが、ブダペスト空港
でネコをチェックインする際見せる必要あ
りました。我が家はフランクフルト経由だっ

たのでＥＵ内移動となることで見られたの
かもしれず、もし中東経由等でＥＵ内を経
由しない場合には見せる必要はなかった
のかもしれませんが、この点については不
明です。いずれにしてもＥＵパスポートに
は予防注射やマイクロチップの記録が記
入されているので日本到着まで携帯され
た方が良いでしょう。

４．狂犬病予防注射
大変重要なポイントです。日本へ輸入する
には「マイクロチップ埋め込み後2回以上」
狂犬病注射を行う必要があります。また、常
に有効期限内に次の予防注射を行う必要
があります。日本側で必要な書類に予防注
射の有効免疫期間（有効期限）を書く欄が
ありますが、ここで言う「予防注射の有効期
限」は薬メーカーが保証する期間（我が家
のケースでは、ワクチンの箱に入っている
ハンガリー語の説明書に3年と記載されて
いました）であり、ハンガリー国で要求され
る接種間隔（確か1年だと思います）とは違
うと言う点が重要になります。我が家の場
合、基本的には1年以内に接種させていま
したが、一度だけ1.5年間隔が空いた接種
があり、その時期に行った血液検査が無効
になるかと大いに焦りました（成田に係留
だ！と超パニック）が、調査の結果3年以内
だったので事なきを得ました。

５．血液検査（狂犬病の抗体価の確認）
これも大変重要なポイントで、下手をする
と成田空港係留となります。血液検査はネ
コが狂犬病に掛かっていないことを数字
で示すもので、農林水産大臣が指定する
検査機関で行う必要があります。日本への
輸出経験がある獣医であれば、採取した血
液を指定検査機関（我が家の場合、ドイツ
の検査機関）へ送ってくれますが、心配で
あれば以下のリンクで当該検査機関を確
認ください。
http://www.maff.go.jp/aqs/animal/dog/
lab.html
　血液検査の数字が問題なくても、「潜伏
期間があるかもしれないことから、180日

間様子を見て確かに発症しないことを確
認する必要がある」と言うのが大変重要で
す。つまり、帰国直前に血液検査を行って
結果ＯＫでも、それから180日間は日本へ
輸入できません。従って、ハンガリーにネコ
を置いて本人は帰るか、持ち帰って成田空
港で留め置きされるかの選択となります。
　一緒に持ち帰りたい場合には、帰国の
180日以上前に血液検査を行う必要があ
ります。さらに、最初の血液検査の有効期
間が2年なので、これを過ぎるともう一度

（2回目）血液検査を行う必要があります。
ここで重要なのは、「2回目の血液検査後
は180日待つ必要なく」、結果がＯＫであ
れば即日本へ持ちこめます。つまり、1回目
の血液検査から180日以上経過しておりネ
コが狂犬病でないことは確実であり、2回
目の結果がＯＫであることは、潜伏期間を
待つまでもなく、確実に狂犬病でないと言
えるからです。我が家の場合はこのケース
でした。ここで重要なのは、狂犬病の予防
注射を定期的にきちんと打っていることが
前提になります。つまり、予防注射の有効
期限が切れてしまうと、その後僅かの間に
狂犬病に罹患する恐れが（理論的に）あり、
いくらその後に予防接種をきちんと再開し
ても、予防注射には治癒能力はないことか
ら、罹患した状態が続く恐れがあるからで
す。

６．日本側輸入手続き
先ずは、ANIPAS（http://www.maff.go.jp/
aqs/tetuzuki/system/49.html）と呼ば
れる電子申請を使い、インターネットで輸
入の届出を行います。受理が確認された
ら、ANIPASで輸入申請手続きを行うことに
なります。輸入の届出は「帰国予定日から
40日以前に行う」ことに注意が必要です。
また、輸入届出時に記載した帰国予定日
の前倒し（早めること）は原則できないので

（遅らせることは変更届けで出来る）、輸
入届出時に帰国予定日が明確でない場合
には若干早めの日付で届出を行い、後日
変更届出で確実な帰国日を出すことにな
ります。我が家の場合、一日早くなったので

ネコを日本に持ち込むためのＡＢＣ
坂梨　正典

すが、輸入の届出を60日前くらいに余裕を
持って行ったので許してもらいました。輸入
の届出に続く輸入申請手続きがきちんと
確認されると申請受理書が発行されます。
これは、成田空港の動物検疫所のみなら
ずブダペスト空港でネコをチェックインす
る際にも見せますので、常に携帯が必要で
す。
　この申請受理書に加え、ネコの輸入に必
要な書類は、本人が書く書類Form A、ハン
ガリーの獣医に書いてもらう書類 Form C（
ドラフトは当方にて作成しました）、血液検
査結果（オリジナル）となります。
Form A : http://www.maff.go.jp/aqs/ani-
mal/dog/pdf/CertificateA041126.pdf
Form C :http://www.maff.go.jp/aqs/ani-
mal/dog/pdf/certificatec100415.pdf
Form A, Form C はハンガリー当局（と言っ
ても指定の動物病院であり、掛かりつけの
獣医さんが教えてくれるはずです）でサイ
ンとスタンプが必要となります。ここで重要
なのは、Form A, Form Cのドラフトが完成
したら、動物検疫所にメール送付し、内容
を確認して貰うことです。動物検疫所は先
に提出した事前届出・輸入申請手続きの
内容とForm A, Cの内容が合致するかどう
かチェックしてくれます。（我が家の場合、2
箇所訂正がありました）当局にサインとス
タンプを貰ってからでは修正できないので
これは大変助かります。
　また、当局のサインとスタンプ押印済み
のForm A, CをPDFにて動物検疫所へ送付
し、内容に問題ないことを重ねて確認しま
した。これで最大のハードルはクリアーで
す。この動物検疫所との確認作業が成田空
港でのスムーズな検査に繋がるので大変
重要です。

７．ハンガリー側ファイナルチェック（臨床
検査）
Form Cでは獣医が輸出前にネコの健康状
態を最終確認の上サインし、その後当局に
書類を持ち込み（Form Aとともに）ますが、
動物検疫所ホームページ上ではその時期
を「出発2日以内」推奨としています。当局
からすんなりサインとスタンプが貰えなか
ったらどうしようと心配していたのですが、
動物検疫所とのやりとりで出発日「10日前

でもＯＫ」、つまり、獣医のファイナルチェッ
クと当局サインとスタンプは帰国10日前で
も良いとのメールが来て安心でした。実際
には当局にて1時間ほどでサインとスタン
プ押印が済みました（予測していなかった
収入印紙を郵便局へ買いに行くこととなっ
てしまいましたが）。

８．ブダペスト空港にて
空港のチェックインカウンターでは、申請
受理書（成田動物検疫所発行）、ＥＵパス
ポートを見せる必要があり、ペット追加料
金70ユーロ（2013年3月末現在）を支払
いました。なぜか、ＥＵパスポートの予防
接種記録等を注意深く見ていました。手荷
物チェックのＸ線が気がかりでしたが、バ
ッグからネコを取り出し、人間が抱いてゲ
ートを通過、バッグのみＸ線チェックとな
り、安心しました。

９．フライト及び機内にて
ネコを機内持ち込みできるのは、ルフトハ
ンザとフィンエアーのみで、日本航空、全日
空、ＢＡ等は動物専用貨物室に入れること
になります（最新情報確認ください）。我が
家はルフトハンザを選択し、手荷物として
機内へ持ち込み、飛行中は前の座席の下
におきました。水も餌も与えることはかわい
そうですが出来ません。おしっこ対策として
吸水シートをネコ用バックの中に敷きまし
た。最初、みゃぁみゃぁ鳴いていましたが（
エンジン音で他人には聞こえず）巡航中は
結構寝ていたようです。
　気をつけることは、飛行機に乗せられる
イヌ、ネコの頭数が限られていることです。
我が家の場合、フランクフルト→成田間は
大型機であった為2匹ＯＫでしたが、ブダ
ペスト→フランクフルト間は小型機であっ
た為1匹と制限されました。従い、家族が2
便に別れフランクフルトで合流せざるを得
ませんでした。フライトを予約する際、十分
ご留意ください。

１０．成田空港にて
我が家は成田空港第一ターミナルに到着
しました。チェックイン荷物受取場の端に
動物検疫所があり、そこへ必要書類（申請
受理書、Form A, Form C, 血液検査結果

オリジナル）を提出します。もちろん、ネコも
見せて、実際に別室でマイクロチップの読
み取りを行います。事前に書類は送ってい
たこともあり、思いの外スムーズで、検疫Ｏ
Ｋとなるまで1時間も掛かりませんでした

１１．まとめ
　（ 駐在中の注意点 ）
○ マイクロチップ埋め込み及びＥＵパス
ポート作成
○ 薬メーカー保証有効期限内の狂犬病予
防注射（2回以上）
○ 帰国日より180日以前の血液検査＋検
査結果入手
　（日本側必要手続き・書類）
○ 輸入の届出→輸入申請手続き→申請受
理書入手
○ 成田空港動物検疫所での必要書類：申
請受理書、Form A, Form C、血液検査結果
　（ハンガリー側準備）
○ Form A（本人書き込み）、Form C（獣医
書き込み）作成
○ 出発10日前（動物検疫所に念押し確認
されること推奨）から獣医のファイナルチェ
ック（From C）
○ 出発10日前（念押し確認推奨）から当
局へForm A Form Cを持ち込みサインとス
タンプ入手

その後ネコちゃん達は東京の新しい棲家
で平和に暮らしています。最初の2～3日は
落ち着かない様子でしたが、今ではすっか
り慣れて一日中寝ています。地球の裏側か
らはるばる移り住んだと思うと不思議な気
がします。

追記：ハンガリー当局スタンプ・サイン済み
のForm A, From C及び血液検査結果のコ
ピーを「ドナウの四季」編集長盛田さんに
手渡しておりますので、必要に応じ参考とし
てください。（個人情報取扱注意でお願い
します。）

（さかなし・まさのり　丸紅）
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　2011年11月10日午後の上野医長の診

察は、informed consent を絵にかいたよ

うなもので、家内・娘同席のもと、40分もか

けてコンピューターで内視鏡画像をまるで

スライドショーのように見せながら、丁寧に

説明してくれました。極彩色カラーの患部「

スライドショー」はおどろおどろしいもので

したが、この時、私は38年前、虎の門本院

に故・岡稔さん（私より一歳上、同じ専門の

一橋大学経研教授、1973年9月19日歿）

を死去の3週間前に同じ虎の門病院に見

舞ったことを思い出していました。岡さん

は最後まで肺がんを若い頃の結核の再発

と思い込まされていたのです。患者へのガ

ン告知無しからスライドショーへ。この間

の変化の大きさが如実に感じられました。

上野先生の「コンサルテーション」は毎回

30分以上かけるというもので、それは今日

に至るまで変わっていません。後で会計処

理の時、身の縮まる思いをしたものです。

私 の 病 状 は 今 の 表 記 で 整 理 す ると

T3N3M0というもので、T3 は以前の表記

では「三期ガン」（四期は末期ガン）、N3 は

5つあるリンパ腺の3つに影響（若干の腫

れ）があるというもの、M0は「他臓器への

転移はゼロ」(これは大きなプラス)というも

のでした。まあ「良くはないが、見込みが全

くないほど悪いわけでもない」というところ

でしょうか。

　この頃のちゃんとした病院・専門医は、

患者のQoL（Quality of Life）「生活の質」

を重視します。「手術は成功したが、患者は

寝たきり生活で間もなく亡くなった」では、

何のための手術か分かりません。私の親し

かった旧友の弁護士にも「あの手術は果た

して必要だったのだろうか」と、私が死去当

時から疑問を抱いていた事例があります。

こういう事例となることを避けるには、主治

医と良きinformed consent 関係が必要で

す。

教訓3　主治医と良きinformed consent

の関係を結ぶこと。ただし、「なれ合い」とな

ってはならない。ここでも「患者の権利」を

忘れないこと。

　病気あるいは下獄を機会に読書にふけ

った先人の例は枚挙に暇ありません。私も

入院中は大著を読もうと決意し、前から深

い関心を持っていた「ワイマール共和国の

運命」に関するものを二つ、有沢広巳『ワイ

マール共和国物語』東大出版会・上下二巻、

『余話』を含めると全三冊B6判1292ペー

ジ。ブリューニング首相の評価など、私が

持っていた先入見も正されました。これと

の関連で読んだのが、一般にはあまり知ら

れていないハリー・（グラーフ）ケスラー『ワ

イマール日記　1918-1937』(上下、冨山

房、1993-94年)。A4判二段組みでびっし

り、計1288ページ。桁外れの国際的教養

人で、教養の該博さという点で私が逆立ち

してもかなわないと思ったのは、いずれも

私よりはるか旧世代に属しますが、このケ

スラー伯と『パリ日記』(月曜社B6、446 ペ

ージ)のエルンスト・ユンガーでした。のちに

「セザンヌを発見した男」として有名なア

ンブロワーズ・ヴォラール『画商の思い出』

（美術公論社、1980年、B6 495ページ）

を読んだら、このケスラー伯の名が何か所

も出てきたのには感心しました。ケスラー

が亡命後、パリで同じく亡命したブリューニ

ンク元首相と鉢合わせするところは印象的

です。

　入院直前から邦訳が出始めたワシーリ

ー・グロスマンの『人生と運命』（みすず書

房、2012年、B6 , 1, 2,3 で計1424ペー

ジ）も読みました。フランスの「同業者」マリ

ー・ラヴィーニュにメールで知らせたら「私

はロシア語版で読んだ」という返事が返っ

てきた。赤ん坊の時からバルト・ドイツ人の

おばあさんのドイツ語、母親や乳母のロシ

ア語を聞いて育った人にはかなわないと

思いました。ユダヤ人として疎外され一時

は投獄までされながらソ連の原爆開発に

協力する、ランダウがモデル（その対極に

は協力しなかったカピーツアがいる）と思

しい物理学者一家を中心に、最後はすべ

てがスターリングラード戦に奔流のように

飲み込まれていく、壮大な叙事詩的大河小

説。戦時下、それも戦線で密かに語られる

農業集団化批判など、スターリン時代を内

部から見た興味深いところも枚挙に暇あり

ません。

　こういうことを書いていたらきりがない。

さしあたり

教訓4　は「入院中は大著を読めーそれも

専門外の本を」

としておこうか。

　私はまた、早くから「ユーロ」危機に強い

関心を寄せていましたので、入院後期に娘

がThinktablet なる（当時は）「新兵器」を

届けてくれたこともあり、作動のまだるっこ

さに閉口しながら、欧州、主として独仏のウ

エブサイトを観ていました。

　さすがに7月-8月の分は購入しませんで

したが、「人間、楽観的たるべし」と9月中旬

のクラシック・コンサートのチケットは2枚、

入院前に購入、退院後に訪れました。9月8

日（土）オペラシティでの東京交響楽団、バ

イオリンのアラベラ・美歩・シュタインバッ

ハーがお目当てでした。9月15日（土）サン

トリーホールも東京交響楽団ですが、ピア

ノのハンガリー、デジュー・ラーンキがお目

当て。退院後、夜出かけるのはこれが最初

となりました。

　最後に、大病の場合、おそらく誰もが経

験する「悩ましいこと」に触れざるを得ませ

ん。ガン患者なら皆経験することですが、

病気の噂が伝わると、みな善意なのです

が、いろんな人がいろんな療法を勧めてき

ます。なかには「コンピューターに接続した

金属棒で指先に触れると、どこが悪いかが

すぐ分かる」と外国人医師を推薦して来た

人もありました。ほとんど「オカルト療法」な

のですが、薦めて来た人は大真面目な知

識人女性でした。盛田さんの「オンコーミ

ア」も考えましたが、当時、アクセス容易な

闘わない闘病記　（3） ところに実施中の医療機関がありませんで

した。「オンコサーミア」が早く臨床試験（治

験）段階を通過して、正規に採用されること

が望まれましょう。

　我が家に週一回来る超大ベテランの訪

問ナースの話によると、怪しげな民間療法

まがいに引っかかって高額の治療費（医師

法でも認められている「自由診療」名目）を

巻き上げられている患者も少なくないとい

う。

　何しろ医師が書いた『医者に殺される

な』と言わんばかりの本がベストセラーに

なっているのが今日の状況。真偽・自己顕

示その他もろもろを取り混ぜて乱れ飛んで

いる医療情報のジャングルを潜り抜けるの

は容易ではないが、今日のがん治療が向

かっている大筋の方向だけはとらえておか

ないと、「患者主権」は絵に描いた餅となっ

てしまう。

　まず欧米に比べて我が国のがん治療で

遅れていると思われるのは、広義の放射線

治療のようだ。最近では重粒子線・陽子線

が脚光を浴びている。これらを含めた放射

線治療は欧米では50-60-% の比重を占め

ているのにわが国ではその半分くらいらし

い。

　重粒子線・陽子線治療は一種の原子核

加速器のような装置を使って患部にピンポ

イント攻撃をするもので、症状にうまく適合

したら身体へのダメージは少ない。ただし、

「先進医療」として保険は適用されないた

め、患者負担は少なくない（約300万円）ば

かりか、今国内で実施可能な医療機関は9

施設くらい。しかし、最近神奈川県がんセン

ターが2年後の導入を発表したように、増

加の傾向にあります。

　もう一つの方向は、分子標的薬だ。従来

の抗がん剤は万遍なく叩くため、正常細胞

へのダメージも少なくない。これはヒトゲノ

ム解析から開発されたもので、ピンポイン

トでがん細胞だけを叩くから、副作用が少

ないうえに効果が大きい。しかし、わが国で

は臨床試験（治験）に手間取るため、国内

開発の分子標的薬は寥寥たるものらしい。

　三番目の方向は、東大医科研で臨床研究

（治験）が始まっている、ペプチドワクチン

のような免疫療法だ。世上、喧伝されてい

る免疫療法にはいかがわしいものが少な

くないが、これは正規の治験段階に入って

いる。しかし、患者がその治療を受けようと

思ったら、治験患者グループに採用される

ほかないから、当面、その恩恵に浴する範

囲は限られている。

　とはいえ、現在世界的にペプチドワクチ

ン療法を巡ってしのぎを削るような治験競

争が繰り広げられており、ここ5年くらいで

15種類から20種類が治療薬として承認さ

れるという見通しがあるという。ただ、海外

で開発された薬だと、日本国内で採用され

るには再度治験を必要とするから、いわゆ

る「ドラッグ・ラグ」が生ずる。いずれにして

も我が国の患者は、なかなか最先端の治

療の恩恵に浴しがたいのが現状だ。その「

隙間」に未承認のワクチンによる高価な「

自由診療」がはびこっているというわけだ。

　善意の助言勧告が見落としがちなのは、

「ある病状に適合」した治療法がどの病状

段階にも合うとは決して限らないことだ。あ

る治療法はそれに適合した症例の場合に

最も有効なのは論を待たない。いかなる場

合にも「わが仏、尊し」では困るのです。私

の場合は、ガンが直ちに手術出来ないほ

ど大きかったので、抗がん剤で小さくして

から切るという「正攻法」を選択したのです

が、のちに摘出された大きな患部写真(別

掲参照)を観ても、そのまま放置すれば2-3

か月で食物摂取不能となったに違いありま

せんから、とても友人たちから推奨された

療法で間に合ったとは思えません。もう一

つ確かなことは、ひとりの患者にいくつも

の療法を同時並行的に施すことは困難だ

ということでしょう。

　一番多かったのは、抗がん剤使用をや

めろ/やるな/という助言でした。しかし、わ

が国のがん治療の最前線におられたが、

最後は我が国のがん医療体制に愛想を尽

かしてアメリカに「流出」した、中村裕輔教

授（元東大医科研教授・国立がん研究セン

ター研究所長、現在はシカゴ大学教授）も、

声高な抗がん剤投与オール否定を批判し

ておられる（『これでいいのか、日本のがん

医療』新潮社、2012年）。それは「オール否

定」ではがん治療そのものが成り立たない

からだ。教授によれば、効果が期待できる

患者までが抗がん剤を拒否したために手

遅れになった例が少なくないという。抗が

ん剤投与をやめて何年も生きている人が

いる反面、その逆の悲劇もあるわけだ。抗

がん剤で腫瘍を小さくしてから手術するの

は、がん医療の標準的方法の一つだし、早

い話、血液・リンパ液の中を高速で移動し

ている癌細胞を叩く(弱める)には、抗がん

剤を利用しないわけにはいかないからだ。

何事も極端では困るのである。

教訓5　善意の推奨には耳を傾けなけれ

ばならないが、その中には「雑音」も少なく

ない。

　それとともに患者主権に基づく「選択」は

「運命」でもあることを忘れてはならない。

自分が「選択」した「運命」は甘受すること。

あとで「ボクが／ワタシが/ 薦めたように

していればもっと長生きできたのに』と言

う人がいるかもしれませんが、それはそう

言わせておけばよろしいのです。私の場合

も、私の選択が正しかったかは、もっと時間

がたたないと分かりませんから、「棺を蓋っ

て事、定まる」と達観していますが、これが

拙稿の読者への最後の助言となりましょう

か。

（さとう・つねあき　横浜市立大学名誉教授）

佐藤　経明
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　ハンガリーにおける日本語教育の歴史について幾つかの論文
があるが、第一次世界大戦以前にどういう風に日本語学習が行わ
れたかについてはあまり言及されていない。そのため、以下で19
世紀末・20世紀初頭の三つの資料を簡単に紹介したいと思う。

1.　Szemere Attila（漢字名：
世明礼）の『日本文典』、1883
年
Szemereは新聞記者・政治
家・美術品収集家であり、ハン
ガリーにおける日本学の先駆
者の一人である。1883年の
半ばから1884年の初めまで
横浜で7ヶ月を過ごした。帰国
後、日本文化を紹介する新聞
記事を著述し、講演会を開い
たが、日本に関する本は執筆
しなかった。彼の遺品にある

ノート類に未完成の『日本文典』（Grammaire Japonaise）の草稿
がある。此れは約33ページにわたるもので、主としてフランス語で
書かれている。内容は動詞の活用形、説明、例文、単語リスト、会話
文である。表記はローマ字であるが、漢数字と伊呂波順のひらが
な・カタカナの一覧も示されている。
草稿はMiskolc市のHerman Ottó Múzeumに保管されている。

文章例
【】内は筆者による漢字仮名表記。文によっては、読みやすさを考
慮してスペースを挿入した。
Fransu  ga  Doyitsu  ni  mukatte  ikusa o-shita　【フランスがド
イツに向かって戦をした】
Ashita no asa  roku  dji  ni oko shite kudasai　 【明日の朝6時
に起こしてください】
W. ga Biyoki de aru 　【私が病気である】

2．　Komor Siegfriedの 独和単語集、1894 年（？）
極東で活躍していた美術商Kuhn & Komor商会のKomor Sieg-
friedが編纂したドイツ語日本語対訳単語・会話集。序文によると、
東京方言（Tokyo Dialect）が採用されているが、巻末にサランパ
ン・シンダンジなどと言った横浜言葉の一覧表も載せられている。
漢字仮名を用いず、ローマ字で表記されているが、その転写法に

　今年6月6日から10日まで、第84回ブック・ウィークと第12回児
童書ウィークという祭りが行われた。国内外の出版社220社が参
加し、総計147の出店があった。祭りの中心となるブダペストのヴ
ェリョシュマルティ広場をはじめとして、ハンガリーの様々な町で
同時にブック・ウィークが行われた。私は18年前の自分の夢を叶
えるために6月9日にヴェリョシュマルティ広場のイベントを見に行
った。18年前といえば、私は7歳の子どもで、母に毎日読んでもら
った物語を自分で読めるようになって、初めて読書の楽しさを経験
した頃だった。その頃の一番好きなお話は「冬のコオロギの物語」

（A téli tücsök meséi）だった。バックパックの中に隠れていたた
め部屋の中に閉じこめられてしまったコオロギは、毎日バックパッ
クのポケットから出てきて、タイプライターを階段にして部屋の窓
ぎわまで跳び、冬の景色を見ながら夏の思い出を語る。そして、偶
然「夏の島に戻りたい」という一つの正しい文をタイプしてしまうと
ころでお話が終わる。
　この物語を書いたチュカーシュ・イシュトヴァーン（Csukás Ist-
ván）は、子供のための小説や詩を70冊以上書き、ハンガリーの様
々な文学賞を受賞した。テレビ化された作品も少なくない。彼の作
品の中で特に有名なのは「シュシュという竜」（Süsü, a sárkány）、「
ポムポムの物語」（Pom Pom meséi）、「一番小さなウサギ」（A leg-
kisebb ugrifüles）、「硬い帽子とポテトの鼻」（Keménykalap és 
krumpliorr）である。作者の名前を知らなくても、彼のキャラクター
を知らない子供はハンガリーにいないと思う。1936年生まれのチ
ュカーシュ先生の描く物語とキャラクターは、少なくとも3世代の人
の心に魔法をかけたといえる。6月9日、チュカーシュ先生とのイン
タビューを聴きに来た人はみんな自分の大好きな作品を持ってき
ていて、先生にサインしてもらった。そして、第12回の児童書ウィー
クのサプライズとして彼の新しい小説が出版された。
　その日のもう一つの大きいイベントはベセルメーニ・ジュラ

（Böszörményi Gyula）の大ヒットシリーズ「ルーザー・ラジオ、ブ
ダペスト」（Lúzer rádió, Budapest）の第3巻の出版だった。この小
説の主人公は13歳のマルクという男の子で、家族と一緒にブダペ
ストに引越ししてきて、新しいアパートの屋根裏部屋で古いラジオ
を見つけて、誰も聞いていないと思って放送を始める。話題にの
ぼるのはお父さんの新しい職場、ゴシック・ファッションが好きな
お姉さんとの問題、隣に住んでいる怖いおばあちゃん、家族の借
金、そして屋根裏部屋の窓から見える誰も住んでいないはずの教
会の居住者。ベセルメーニ先生の小説にはよく実在する建物、道
や人物が描かれている。
　ベセルメーニ・ジュラは、11年前に、ハンガリーのハリー・ポッ

tsch、schなどのようなドイツ語の綴り方が見受けられる。成立・出
版回数に関して不明な点があるが、恐らくイタリア人のFarsariの
英和単語集に基づいていると考えられる。
尚、この冊子にはホテル、仕立屋、床屋等の広告も沢山掲載されて
おり、当時の外国人向けのサービスの様子が窺える。

会話文の例
Mo skuschi yassku schte okure 【もう少し安くしておくれ】
Hakone mada(ママ) mitschi-morin(ママ)ga ika hodo arimass-
ka?  【箱根迄　道のりが　いか程ありますか】
wataschi taksan schimpai 【私　沢山　心配】

3.　Akantisz Viktorの日本語文法・会話集、1905年（？）
1905年（1906年とする資料もある）にRozsnyai社が外国語速習
シリーズの一冊として日本語の文法書・会話集を出版した。筆者
が確認した範囲では、これはハンガリー語で書かれた初めての日
本語の教科書である。この書籍は64ページで、その内容は文法
篇・会話篇・辞書篇・文字篇のように4つの部分に分けることが出
来る。文字篇の一部を除き、全篇がローマ字で書かれている。又、
会話篇にはドイツ語訳が併記されている。
著者はAkantisz Viktorで、彼はこの『日本語速習』を執筆する際、
ドイツの言語学者August Seidelの著述した『実用的日本文典』、『
日本口語文典』、『日本文語文典』、『日本口語体系的辞書』を参照
したと考えられる。このように『日本語速習』は主としてドイツ人向
けの学習書に基づいて作成されたが、ハンガリー語話者を対象に
したため、音声のみならず、文法の説明にもハンガリー語と対照さ
せている部分がある。

上記の資料紹介に付け加えて述べると、1895年からKolozsvár（
現在ルーマニア）大学のウラル・アルタイ学科でも日本語の授業
が行われたが、これに関しては未詳な点がある。今後新しい資料
の発見が期待される。

参考文献：
Albeker András  (2011)　「ロジュニャイ『日本語速習』の著者と出典
について」『国文学論叢』　第26号 23-38頁
Senga Toru (1994) Bálint Gábor, Pröhle Vilmos és a japán-magyar 
nyelvhasonlítás története.  　Magyar Nyelv, 2号　200－207頁
Wintermantel Péter (1999) Szemere Attila hagyatékának ori-
entalisztikai vonatkozású anyagai. Hermann Ottó Múzeum 
évkönyve XXXVIII    793-814頁

資料：
Grammaire Japonaise 日本文典   HOM HTD 73.503.35
S. Komor: Hand-Buechlein japanischer Worte und Phrasen. Dai-
Butsu, Curio Grand Depot.
Rozsnyai gyors nyelvmesterei. Bármely nyelv alapos elsajátí-
tására tanító nélkül. Japán. Gyakorlati japán-magyar-német 
beszélgetésekkel, hét eredeti japán–írástáblával, a kiejtés pontos 
feltüntetésével.

（アルベケル・アンドラーシュ）

ターとも呼ばれた「ゲルゲイとドリームキャッチャー」（Gergô és az 
álomfogók）という子供向けの小説を書いてから有名になった。ド
リームキャッチャーの全13巻には、ハンガリーの伝統や神話と現
代の世界を混ぜ合わせて作られた新しい世界が描かれている。
現在の読書が好きじゃない子供たちの興味を引いたこのシリーズ
は、教員にも親にも賞賛された。ベセルメーニ先生は自分のファン
と接することを何よりも大事にしている。彼のことばを引用すると「
私はまだ大人にならずに、ずっと子供のままでいるので、一番話し
やすい相手は子供なんだ」とのことである。10年前からサマーキャ
ンプ、短編小説大会、ロールプレイングゲームなどの活動もやって
いて、子供の文化を色鮮やかにするための基金も設立した。
　私も11年前、彼の小説を読み、彼が作った世界に憧れて、ベセ
ルメーニ先生に初めて会いに行った。彼との友好のお陰でたくさ
んの友達や思い出が出来て、数え切れないほどの小説を読んで、
文学を好きになった。
　私は今、こういった作家達の影響を受け、児童文学の研究をし
ている。文学や芸術が盛んな国はもちろんたくさんあるが、ハンガ
リーの場合は面積が小さいので、それらがより身近に感じられる
といえる。特に、ブダペストに住んでいるなら、有名な歌劇歌手や
俳優とよく同じトラムに乗り合わせたり、たまたま同じ医者に通っ
ていたりする。ただし、ほとんどの人は作家と会っても、顔を知らな
いために、気づかないと思う。学校の教師や親にもブック・ウィーク
のようなイベントのポスターに気づいて欲しい。子供たちに読書
が好きになるチャンスを与えよう！

（ケレケシュ・ジュジャ）

エッセイ

Albeker András Kerekes Zsuzsa

明治期におけるハンガリー
人による日本語文典・会話集

今年のブック・ウィークの
                ハイライト

エッセイ
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ハンガリーを後にして
古賀　美代子

　私が留学先をハンガリーに選んだのに
は、特別な理由はありませんでした。教育大
生として日本の大学に在学していた3年生
の冬、周りの同級生が教員採用試験に向け
た勉強に励み始めたとき、どうしてもその流

れに乗り切れず、心のどこかで音楽をやりた
いと感じていたところ、たまたま札幌でのリ
スト音楽院入学試験の案内が目にとまった
のです。そのチラシを手にとったときには、
すでに締切数日前。さらに、指定された範
囲内で弾ける曲もないという状況でした。
とりあえずこのチャンスにすがってみるしか
ないと思い、先生にも両親にも相談せず、事
務局に問い合わせました。
　そのオーディションから半年後、私にとっ
て初めての「音大生」生活は、ハンガリーで
始まりました。最初に私が直面した壁は、他
の留学生がはっきりとした目的をもってこ
の地に足を踏み入れているということでし
た。私には特別ハンガリーを選んだ理由も
ないし（ハンガリーという国の位置も知らず
に飛行機に乗り込んだくらいです）、師事し
ていただきたいピアノの先生もいませんで
した。このことに気づき、自分が他の人たち
と比べて大きく出遅れていると実感し、この
先どうなっていくのだろうと不安が募るば
かりでした。
　しかし、幸いにも、素晴らしい大好きなピ
アノの先生と巡り合うことができました。ま
たかねてから挑みたかった室内楽分野でも

素敵な先生に出会うことができて、つくづく
私はツイている！と思いました。大学時代、
恥ずかしながら教員養成過程のピアノ・レッ
スンは隔週でわずか10分と考えられない
ものでしたが、ブダペストでは必然的に音
楽に向き合う時間が増え、教授や演奏家、
学生と身分に関わらず、「音楽をやっている
人たち」に囲まれて生活できたことそれ自

体が、大きな刺激となりました。
　これは今、過去を振り返ってこそ言えるこ
とです。この記事を書いているのは日本に
完全帰国をして3日後のことです。自分のブ
ダペスト生活を振り返る機会をいただき、
せっかくのチャンスだからと1年分の思いを
綴った日記を読み返してみました。すると、
楽しかったはずのブダペスト生活が、実は
不安と寂しさと葛藤でいっぱいだったとい
うことに気づかされました。私が在籍してい
たパートタイムのコースは、日本でいう科目
履修生のような扱いで、単位制ではありま
せん。自分のレッスン以外、すべては自由と
いうことになります。教育大学の4年の前期
まで、バタバタと息つく暇もなく学業、演奏
活動を両立していた私にとって、そのような
自由が手に入るということは、どうやって音
楽とだけ真剣に向き合えるのかを試されて
いるも同然でした。
　また、音楽だけでなく、自分自身ことや、自
分にやれること、自分がハンガリーにいる理
由、あらゆることを考えさせられました。1年
目の冬は欝になると先輩方もおっしゃって
いましたが、そのとおり、夕方4時には暗く
なる自分の部屋で、今なにをするべきか、な

ぜピアノを弾いているのか、どうでもいいよ
うなことまで、考えていた気がします。周囲
がみな音楽をやっている中で、私にしかで
きないこと、「私が」頑張るべきこと、そのよ
うなことを探していたと思います。あまりう
まくいかない冬でした。
　年があけ2月からの新学期。この頃ようや
くハンガリーでの生活に慣れてきたかな、と
感じはじめました。季節が暖かくなるにつ
れ気分も明るくなり、低迷期から少しずつ
抜けてきて、この頃からやっと本当に自分の
音楽と向き合えるようになった気がします。
そして友達が増えてきたのも、この時期でし
た。それまではあまり人と会ったりすること
もなく、大好きなお酒も家でひとりで・・・（
笑）、というのが当たり前だったのですが、
友達と遊ぶようになったり、真剣に私の思
う音楽観を話してみたり、新しい知り合い
も増えたり…、そういうことが重なると楽し
くなってくるものです。後半の半年は本当に
楽しかった思い出がたくさんです。
　9月13日、帰国を前にして、最後に演奏
会を企画しました。1年間人前でピアノを弾
く機会はそれほど多くなく、なにかひとつ自
分の手で作り上げたいという気持ちがあっ
たのと、2ヶ月超にも及ぶバカンス気分を引
きずったまま日本に帰るわけにはいかない
という思いから、この時期を選びました。演
奏について、1年の成果がどうこうとか、留
学したことによる変化とか、そういうことに
ついて語るつもりはありませんが、何よりも
聴衆がたくさん集まってくださり、この地で
1年間やってくることができたんだなという
実感がわき、こみ上げてくるものがありまし
た。改めて、私がたくさんの人に支えられて
いるということを実感しました。この場をお
借りし、最後お会いできなかった方たちへ
も感謝の気持ちを伝えたいと思います。1
年間、ありがとうございました。
　ハンガリーを後にする時、とても寂しかっ
たです。1年前、なにも知らなかった国とは
思えないほどたくさんの思い出の詰まった
ハンガリーの土地に、ぜひまた来る機会が
あるといいなぁと願っています。

（こが・みよこ　リスト音楽院ピアノ科）

ハンガリーと私
ブダペスト・コルヴィヌス大学ランドスケー
プ学部　ランドスケープ・庭園芸術学科

修士１年　鈴木　美枝子

　今年のハンガリーの夏の終わりは思った
以上に早く、日本から帰国し、バスから見た
外の景色が早くも秋めいていて少し驚きま
した。私が初めてハンガリーにやってきたの
は、ちょうど同じ頃の3年前、2010年8月の
終わりのこと。大学在学中に留学経験を積
みたいと思い留学試験を受け、3年生前期
からセント・イシュトヴァーン大学の農業学
部、サルバシュキャンパスに交換留学生とし
て、10ヶ月間派遣されました。
　よく｢どうしてハンガリーを選んだのか｣
と聞かれます。留学経験を積みたかったこ
とが一番ですが、さらに説明しようとすると
自分とハンガリーがどう繋がってきたかを
説明しなければなりません。ハンガリーと
の最初の出会いは6歳の時に聴いたブラー
ムスのハンガリー舞曲第5番です。私の心
がすぐさま高揚し踊るような気持ちになっ
たのを今でも記憶しています。私は、小さい
ときから色々に好奇心旺盛で未知なものへ
の関心が強く、行動して知るまで満足出来
ない性格でした。ハンガリー舞曲を聴いて
感動したのは、どこか知らない国の一部に
触れることが出来たような気持ちになれた
からだと思います。
　当時、日本にいてハンガリーや東欧に身
近に触れる機会はなく、自分で調べること
になったのはずっと後のことです。ただ、こう
して思い返してみると、体感した経験の背
後には、いつも同じところで私を立ち止ま
らせ、突き動かす何かが、ハンガリーと私の
間で通っていたと思います。社会人時代に、
たまたま鑑賞したボスニア映画でも同じ感
覚を得ました。そこから流れる音楽や目に
する景色と世界観。音楽は純粋なハンガリ
ー音楽ではありませんが、その半年後に大
学に入学し2年の後期である授業を受けた
時、自分の体感とハンガリーが一つの線と
して繋がったのです。
｢ハンガリーを学ぶ｣の講義をしてくださっ
た姉川雄大先生は、歴史の専門でありなが

ら文化・歴史・日常生活に至るまで限られ
た時間の中で、ハンガリーについて多くを教
えてくださいました。この講義はあの時にみ
た映画とリンクしながら私を夢中にさせ、
気づけば先生に質問をし続ける自分がいま
した。それから個人的にハンガリー語を先
生から習うこととなり、その想いが3ヶ月後
に交換留学へと続いていきました。
　当時、サルバシュには日本語を話せる人
はもちろん、英語も話せる人もほとんどいま
せんでした。ハンガリー語だけの生活は、好
奇心と知りたい気持ちで楽しく過ごすこと
ができ、素朴な暮らし、美しい大地（Táj）は
見るごとに私を感動させ、どこか懐かしい
気持ちにさせてくれました。しかし、それか
ら数ヶ月経過してからは、言葉の壁を感じ、
体調にも影響が出るほど辛い時期に迎え
ました。留学前に勉強したハンガリー語の
成果も出せず、自分から何を話しかけたら
いいのかも分からず、自信が消えそうになり
ました。しかし、諦めずに授業後に復習を続
け、ハンガリー語から英語、それでも分から
なければ日本語から調べるという作業を延

と々繰り返しました。
　物覚えの悪い私は、自分の言葉として使
えるまで時間がかかりますが、これまでの
苦労が実って、今使っている語彙に活かす
ことができると実感しています。また、ハン
ガリー語しか話せなく私との会話が通じな
いのを分かっているのに、一緒にいてくれた
友人たちの優しさは忘れられません。ほん
の小さな私の周りの世界ですが、彼らはか
けがえのない時間を私に与えてくれました。
この国の小さな町にやってきた初めて見る
外国人に対して、親身に接してくれた彼等

の温かさは、私にとっては計り知れない助
けになりました。今でもこの温かい関係が
続いています。
　日本に帰国して、卒業論文の研究テーマ
をブダペスト市内のある地域を対象として
選びました。留学の成果として、ハンガリー
に関わる論文と設計をやり遂げることで、
私にとってのハンガリーが何なのかをきち
んと整理したかったのです。半年で仕上げ
ることはたいへんでしたが、設計案は関東
の学生コンペティションの学部代表として
選ばれ、入賞することができました。
　終わりに、人生はもちろん、自分の為にあ
りますが、目的にはいつも自分との関わり
があり、それが喜びや生きる目的となり大
きな力に変わることがあると思います。今年
の2月より、ブダペスト・コルヴィヌス大学の
ランドスケープ学部の修士課程に所属し、
ランドスケープや庭園学、都市計画を勉強
しています。人との関わりの中で形を生んで
いくこの分野は、ハンガリーを知ることを深
め、自分の立ち位置をはっきりさせてくれま
す。そうやって修士論文を書き進めていくこ

とに大きな意味を感じています。
　今のブダペストでの生活はサルバシュで
感じたようなものとは違います。ここには都
市の生活があり、正規入学した学生の扱い
は厳しいものです。ハンガリー人に囲まれ
た授業、失敗だらけ分からないことだらけ
で、自分を見失うことも多々あった春学期
を終え、これからまた秋学期が始まります。
そして、未だ尽きないハンガリーと私の関
係はこれからも続いていくのです。

（すずき・みえこ）
9
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子供と遊ぶボランティア「日本語広場」
　　　　　　　　　　　　　　栗田　順子

　　
　ハンガリーに嫁いで13年。3人の子供に恵まれ、育児歴は1１
年。そんな私が友人と細々と続けているボランティアがあります。
それは、「日本語広場」と称する、親子で日本文化に親しむための
クラブ活動です。
　日本語広場は、みどりの丘補習校と同じ校舎内の一室で、月に
2回、幼児サークル終了後、11時15分から12時30分、活動してい
ます。第一部はわらべ歌とリトミック、第二部は紙芝居、そして第
三部は、親子工作教室の3部構成になっています。四季折々、日本
の文化に触れながら、親子で一緒に遊ぶことを目的としています。
私達がしているボランティアとは、具体的に書いてしまうと、いろ
いろあるのですが、大まかに言うと、その企画、準備、そして、開催
日の進行役です。

　このボランティアを始めたのは、遡ること、長女が補習校に入学

した４年前の秋。娘が入学してから、毎週土曜日の朝は、補習校に
通うため、時にはイライラしながら慌しく支度をし、家を出発。田
舎町からブダペストまでの片道30km以上の道のりを送り迎えす
ることになりました。送り迎えのための自宅とブダペスト2区の2
往復は、あまりにも時間とコストがかかることから、補習校が終わ
るまでの娘の待ち時間を如何に有意義に過ごすかを考えた末、私
と友人は、夫達の応援に背中を押され、2009年10月、この日本
語広場を創設しました。

　このボランティアを始めたことで、この日本語広場にはメリット
があることに気づきました。一つは、子供達にとって補習校入学前
の準備期間になっているという点です。みどりの丘補習校と同じ
校舎での活動しているため、幼児サークルや日本語広場に通って
いる子供達はみどりの丘補習校に通っている児童、生徒さんとの
休み時間に交流を持つことで先輩と知り合い、補習校の雰囲気に
も慣れることができます。そして、入学前から同級生のお友達もで
き、一緒に補習校入学への心の準備ができます。

　二つ目は、遊びの可能性が広がる点です。専業主婦の方も、お
仕事されている方も、平日は、子供の送り迎え、夕方は家事に追わ
れ、子供と一緒に遊ぶ時間も遊びの種類も限られてしまいがちで
す。広場では、わが子と日本語で一緒に遊べるだけでなく、お友達
と一緒に遊ぶことで、遊べる種類が何倍に広がります。例えば、「と
おりゃんせ」や「はないちもんめ」は親子だけではできる遊びでは
ありませんが、広場でお友達と一緒な
ら遊べます。

　どのような活動をしているか、一部
紹介します。導入では、出席確認。子供
の数と大人の数を一緒に大きな声で
数えて、ちょっとした足し算を一緒に
します。それから、新しいお友達紹介
をし、新しく参加したお友達の紹介と
自己紹介の歌を歌い、みんなで、一人
ずつのお名前を読んであげます。名前を呼ばれた子はお返事をす
るのですが、いつも子供達は動物と化し、猫や豚になったり、時に
は、恐竜になった気分でお返事をしてくれます。　
　第一部のわらべ歌の時間では「かご
めかごめ」、「はないちもんめ」、「とおり
ゃんせ」、手遊びでは親子やお友達同
士で組になって一緒に遊びます。時に
は、体を使って踊ることもします。いろ
いろやってきた中で、子供達の一番人
気は「あぶくたった」です。どの子も、鬼
になりたくて、いつも鬼は一人でなく
2～3人の複数。[とんとんとん]「何の
音？」に続く子供達の想像豊かなさま
ざまな音は、かわいらしかったり、奇想天外であったりして、お父
さん、お母さんを大いに笑わせてくれます。
　第二部の紙芝居は子供達が一番大好きな時間。紙芝居が始ま
る前に必ず、「始まるよったらはじまるよ」の歌を歌い、子供達は両
手をひざに置き、紙芝居が始まります。手がおひざにあるのはほん
の一瞬ですが、紙芝居を聞いている間、子供達は静かに椅子に座
り、まだ小さい子はお母さんに抱っこしてもらいながら、紙芝居に
穴が開くのではないかと思われるほど、紙芝居をじっくり見て、お
話しの世界に入り込んでくれます。たいてい二つ、三つ読んであげ
るのですが、子供達にとっては物足りないようです。
　そして、第三部の親子工作教室。この工作教室では、日本の四
季、文化行事関連のものを作るため、一年を通して、毎回作るもの
が違い、バリエーションに富んでいます。2月なら節分。鬼のお面作

り、豆まきもします。3月には折り紙でお雛様を作り。4月はお花見
のダンゴ作り。調理室を借りて、親子お料理教室でお団子作りを
したこともあります。5月はこどもの日。こいのぼり作りや兜作りで
す。今まで、心の残っているのは、五月晴れのさわやかな日、校庭に
大きな模造紙を広げ、子供達に手に絵の具をべったりつけ、巨大
こいのぼりを一つ作りました。4年間続けていると流石にネタ切れ

になることもあり、インターネットでい
ろいろ調べることも多々あります。そん
なときに、NHKの番組から、お父さん（
お母さん）スイッチを一緒に作り、親子
発表会をしたことは楽しい思い出の一
つとなっています。

　2014年3月、末の子が幼稚園を卒園
し、4月にみどりの丘補習校に入学しま
す。そろそろ、このボランティアもバトン

タッチする時期が近づきつつあります。
　保母の資格を持っているわけでもなく、先輩もいなければ、マニ
ュアルがあるわけでもなく、ゼロからのスタートでしたが、この4

年間のボランティア活動を続けられた
のは、私自身、無理せず、ストレスをため
ず、楽しんでいたこともありますが、何よ
りも参加者がいてくださったおかげで
あると思っています。当たり前のことで
すが、参加者なくして、クラブは成り立
ちません。土曜日で休みたい日でも、子
供達と一緒に遊ぶために足を運んでく
ださる方がいてくれるからこそ、続けて
くることができました。紙芝居をもっと

読んで!とおねだりしてくれる子供達、親子が一緒に工作し、完成
した時の達成感、出来上がった物を高く掲げ「これ見て!」と満足
げに作品を見せてくれる子供達。日本語広場には、楽しい時間を
共有できる仲間と出会えるクラブあると思っています。
　日本語広場参加者はとても国際的な親子が多く、日本人、ハン
ガリー人だけではありません。国境、世代を超え、とてもバラエテ
ィーに富んでいます。外国で暮らしているゆえ、日本文化に触れる
機会が限られた環境の中で育った子供達が、この日本語広場で、
親子で一緒に何かを作ったという思い出が心の糧となり、健やか
に成長し、お友達と一緒に遊んだ手遊びや一緒に歌ったわらべ歌
を、将来、次の世代へわらべ歌を伝承てくれたらいいな・・・と願っ
ています。

（くりた・じゅんこ）
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日本人留学生状況と動向
                           桑名　一恵

　
　ここハンガリーでは毎年、多くの日本人留
学生が各都市・各学校へ留学しています。
　その留学先も年々、様々な分野に広がって
います。
　主な留学先は、リスト音楽院（音楽・音楽教
育）、ハンガリー国立バレエアカデミー（バレ
エ・各舞踊）、バロシュ・バーリント語学学校（
ハンガリー語）、コルヴィヌス大学（経済・園
芸・食物）、ブダペスト商科大学、セント・イシ
ュトバーン大学（医学）、エトヴェシュ・ローラ
ンド大学（合唱指揮・ハンガリー語学科）、セ
ンメルヴァイス医学大学、コダーイ研究所（音
楽教育）、デブレツェン大学（語学・音楽・ハン
ガリー学科）、ペーチ大学（医学・語学・音楽）
など。こ留学以外にも研修などで現代舞踊や
スポーツ・教育関係などへ来ハンされる方々
も多くなりました。
　ハンガリー国内で国立バレエ団や各オー
ケストラ、サーカーチーム、水球など正式メン
バーとして、すでに活躍されている方々もいま
す。最近では各受け入れ先の大学や大学院
で、卒業後にハンガリーの音楽学校や教育現

場でハンガリー人と共に勤務されている方も
増えている傾向にあります。
　ハンガリーを去った方々に、留学終了後の
動向を聞いたところ、基本的には日本へ帰国
される方が大半のようです。その一部を紹介
させ頂きます。

【芸術分野】
・自主公演や企画公演に精力的に出演し、セ
ルフマネージメントを高め活動の場を広げて
いる。
・オーケストラなど、ジャンル別就職先のオー
ディションなどを受ける。
・各都市の音楽教室へ就職・または個人音楽
教室を開く。
・各学校（中学・高校・大学）の教員募集に応
募し、教員または講師として活動している。
・各都市の芸術分野での親善大使や芸術企
画の中心人物として貢献されている。

【医療】
・卒業後大半の方が日本の医師国家試験を
受け、国家試験合格後は研修医を2年間行う
事が義務づけられている。
・ＵＳＭＬＥというアメリカの医師国家試験
を受ける。
・ハンガリーの医師免許はＥＵ27カ国で有

効ですので、もちろん各ヨーロッパ諸国
　で勤務されている方も少なくはない。

【教育】
・教員免許を取得し、各教育現場で両国の言
語学・歴史・文化などを取り入れた教育法な
どの積極的な活動をされている。
・国際交流の場を多く持てるような活動をし
ている。

【その他の分野】
・経営者として起業する。
・各企業への即戦力として就職

　全ての情報が集められたわけではありませ
んが、多くの皆さん各国・各都市・各ジャンル
でアクティブに活動されていることが分かり、
ハンガリーと日本の両国を何かしらの形で
繋げているのだということがわかりました。ま
た、ハンガリー側が日本人に対して受け入れ
体制が整っていることや、日本側もハンガリ
ーの皆様を様々な形で受け入れていける状
態になっていることも、詳しく知ることができ
ました。
　情報を提供してくださったすべての皆様へ
感謝の意を申し上げます。

（くわな・かずえ）
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組体操と責任
中学部3年　坂下　竜一

　あの日の空には、清 し々い青が限りなく
広がっていた。しかし裏腹に、私の心は重
苦しい緊張に支配されていた。中学部3年
生としての、団長として責任感に潰されてし
まいそうだったのである。あれだけ必死に
練習を繰り返したのだから、どうして緊張す
る必要があったのだろうか。今そう思えて
ならないのは、組体操が大成功を収めたか
らだろう。
　練習や本番を通して私が一番難しかっ
たと感じたのはやはり、男子だけで作る「三
段タワー」だ。その最中が緊張のピークだっ
たことを、私は鮮明に覚えている。先ほど「

どうして」と述べたが、この技だけは別だ。
何しろ、練習の中でも「成功した」と言える
のは、片手で数えられる程だったのだから。
それでも、無事作り上げることができた。そ
の際の、そして組体操を終えた後の達成感
や安心感といえば、1、2年生の時の比では
なかった。
　今後生きていく上で、今まで以上に大き
な責任がのしかかって来ることが必ずやあ
るだろう。その時、今回の経験をバネにして
潰れないよう、挫けないようにしたい。

（さかした・りゅういち）

白組応援練習
中学部3年　中野　佑紀

　「団長、責任重大だなぁ」。応援合戦の練
習の時のことだ。まず初めに、団長の私から
の言葉。「みんなで紅組に負けないように
応援の練習をしっかりしていきましょう」と
言った。練習が始まると、「やばい、かなり緊
張してる」と感じた。私は、練習が始まる前
日、こう考えた。中学部4人で手分けして小
学部に教えたほうが早いのではないか。そ
れを、そのまま実行すると、意外とうまくい
った。でも、私は、時間をもっと有効に使え
ばもっと上手にできるなと感じた。そこで、
翌日、もう一度練習方法を考えた。けれど、
なかなか、いい案が見つからない。「どうし

よう」そして、ほかの中
学部の仲間と話し合っ
た。すると、「時間を決
めて今日はどこまで練
習するのか決めたほう
がいい」という案が出
た。「なるほど」、私は、
反省した。もう少し深
く考えれば同じような
ことを自分一人でも考
えることができたと思
ったからだ。そして、す

ぐ仲間に頼るのではなくまずは自分でじっ
くり考えるべきだと思った。翌日の練習は、
スムーズに終わった。それを繰り返していく
ことで、なっとくのできる応援にすることが
できたので達成感を味わえた。
　運動会を通して、すぐ仲間に頼るのでは
なく自分で粘り強く考えることの大切さを
学んだ。そして、今後の活動でも、粘り強く
取り組み、いい結果を出していきたいと思
う。

（なかの・ゆき）

拍手かっさい
小学部6年　弘田　うらら

　アナウンスが入った。私たちは円じんを
組み、気合を入れる。
　9月15日、日ごろの練習の成果を発揮す
る日。私達は、この運動会に向けて、日々練
習をしてきた。
　そんな中、特に気合を入れたのが組体操
だった。しかし、一人技から二人技、三人技
とどんどん人数が増えていく。私は、三人技
の「飛行機」という技に苦労した。それは、
上で体をのばし、うでものばしていなけれ
ばならないからだ。初めてやってみた時、体
は曲がり、うでもたえきれず、曲がってしま
った。しかし、練習を重ねるうち、体もうでも
まっすぐになった。嬉しかった。まだ、全員ピ
ラミッドや三段タワーといった大技が残っ
ていたが、「飛行機」だけでも達成感があっ
た。
　たくさんの練習を積み重ね、そして迎え
た本番。そんなに緊張しなかった。むしろ、
日頃の練習の成果を、お父さんやお母さん、
そして妹に見てもらえるのが嬉しかった。
「ピッ」
仲川先生が笛を吹く。みんながパッと倒れ
る。そうしているうちに、「飛行機」の番がき
た。見事に決まった。大きな拍手が起こる。
全員ピラミッドは、一番下の段なので少し
待たなければいけない。
「ピッ」
完成の笛がなる。私たち全員が顔を上げ
る。またまた拍手のうずが起きる。三段タワ
ーが終わった後、私の胸は達成感と嬉しさ
でいっぱいだった。
「ありがとうございました。」
そう言った後、つい笑顔になってしまった。
　運動会の結果は、準優勝だったけど、み
んなの笑顔が輝いてみえた。笑顔のうちに
終われて、とてもよかった。

（ひろた・うらら）

ブダペスト日本人学校ふれあい大運動会

エッセイ

高騰する移籍市場
　新しいシーズンに入った欧州サッカー界。
夏の移籍市場では巨額の大金が舞った。筆
頭はレアル・マドリードに移籍したベイル。移
籍金は、実に1億ユーロ。レアルはこの資金捻
出のために、ドイツ代表のウジルをほぼ5千
万ユーロでアーセナルに売却した。5億ユー
ロの累積負債を抱えていると見られるレアル
が、なぜ、これほどの大金を使って次 と々選手
を抱え込むのだろうか。ふつうのビジネス感
覚ではとうてい理解不能である。
　今年の夏の移籍金額ランキングで30位で
すら3千万ユーロというから、サッカー界の移
籍市場は賑わいを見せている。ところが、モス
クワチェスカの本田は冬のラツィオとの商談
不成立に続き、今夏もインターミランとの移
籍交渉が決裂した。インターミランが提示し
た移籍金額はわずか200万ユーロだが、チェ
スカの要求額とは3～400万ユーロの差だっ
たから、他の移籍交渉に比べれば端金の差。
誰しも夏の移籍は確実と思っていたら、チェ
スカが態度を硬化させて、交渉が進まなかっ
た。いかにあと半年で契約が切れる選手とは
いえ、あまりに低い提示額に怒ったようだ。
　ラツィオといい、インターミランといい、イタ
リア・セリエAチームの台所事情は苦しそう
だ。数百万ユーロの差額を日本のスポンサー
が支援したり、本田の年俸を削って契約金に
充てたりするという情報が流れていたが、こ
ういう筋違いの話がまことしやかに流れるほ
ど、セリエAのチーム事情は苦しいのだろう。
しかも、本田陣営が先走って、インターミラン
といろいろな約束をしてしまったことも、チェ
スカの機嫌を損ねたと考えられる。
　他方、気になるのは、その程度の金額で買
える本田に、欧州の他のチームがまったく関
心を示さなかったことだ。本田レベルの選手
ならいくらでもいると考えているのだろう。そ
れでも、冬の移籍市場で「移籍金がゼロにな
れば、考えてもよい」というチームはいるだろ
う。そうなれば、イタリアは避けた方が良い。
もうセリエAは凋落リーグだ。数百万ユーロ
をケチったインターミランに、未練をもつこと
もないだろう。

プレミアリーグの難しさ
　マンチェスターUの香川をめぐる状況が不
明瞭だ。リーグ戦が始まって5試合の時点で、
まだ出番がない。リーグ戦開幕直前に、リー
ガ・エスパニョーラのアトレティコ・マドリード
への期限付き移籍情報が流れた。モィーズ新
監督のチーム構想の中では、香川にスタメン
が保証されておらず、左MFの二番手三番手
の控えの位置づけなのだ。
　ファーガソン監督時代も香川の起用に一
貫性がなかったが、主力扱いを受けていた。と
ころが、モイーズ体制では「控えの控え」とい
う位置づけだ。
　モイーズ監督は香川のプレーをそれほど見
ているわけではない。にもかかわらず、香川の
起用を回避するのは、ウィングとしてフィジカ
ルが弱いと判断しているからだろう。体力勝
負に出てくるプレミアリーグでは、体の小ささ
が気になるのだろう。身長がなくても、体重が
あってがっちりしていれば問題ないが、香川
はいかにもひ弱な体躯。香川はそのハンディ
を補うべく、素早いボールタッチと変幻自在
の位置取りで、チャンスを演出するのだが、そ
れが生きるのはウィングではない。ファーガソ
ンが香川を取ったのは、パスサッカーという
要素を入れて、チームの攻撃に変化を付ける
ためだったが、新任のモイーズは「ひ弱な香
川」を信頼することができず、旧来通りのフィ
ジカルで押すサッカーを続けている。しかも、
伝統あるチームを任された重圧から、新しい
方向を試すというリスクを冒したくないのだ。
　皮肉なことに、このモイーズ監督の安全路
線が、リーグ戦序盤で苦戦を強いられてい
る。5戦を終え2勝2敗1分けで8位に低迷し
ている。とくに第5戦のダービーマッチで、マ
ンチェスターCに4－1で完敗し、交代枠を使
い切らず敗戦したモイーズの戦術に厳しい目
が向けられている。モイーズがファンペルシー
頼りの従来の戦術を続行するのか、それとも
控えの戦力を積極的に試して戦術を変えてく
るのか、監督としての力量が試される。さらに
苦戦が続けば、モイーズ監督の地位は微妙に
なろう。昨年のブンデスリーガでも、長谷部は
10週連続出番がなかったが、監督交代とと
もにスタメンに復帰した。マンチェスターUで

の香川の冷遇が続けば、ドルトムンドへの復
帰も視野に入ってくる。
　昨年までサウサンプトンでCBのスタメンを
張っていた吉田は、今シーズンは初めからベ
ンチ外の扱いを受けている。吉田も「控えの
控え」の位置づけである。サウサンプトンは好
調を維持しているから、吉田の出番は当分な
いだろう。
　二度の大きな怪我から回復した宮市が、と
うとうアーセナルでデビューを果たした。若
手育成に定評のあるベンゲル監督の下で、長
身快足のFWが順調に伸びてこれば、代表チ
ームの大きな武器になる。

日本人選手が活躍するブンデスリーガ
　ブンデスリーガへの適応に失敗した宇佐
美貴史やリーグ戦途中から加わって定位置
を見つけられず日本へ戻った大前元紀、ポル
トガル2部に移籍した金埼夢生には運がなか
った。他方、細貝は控えに甘んじることなく、
レヴァークーゼンから移籍してヘルタ・ベルリ
ンの主力選手になった。長谷部も長年在籍し
たヴォルフスブルグから清武がいるニュルン
ベルクへ移籍し、ヴォランチの定位置を確保
した。
　昨年は控えが多かったハノーファーの酒
井宏樹は、今シーズンはスタメンを確保して
いる。シュトットガルトの酒井高徳も、昨年同
様、開幕からスタメンで出場している。シャル
ケの内田やニュルンベルクの清武はチーム
の主力選手になっており、清武にはプレミア
リーグから移籍の誘いもあるほど注目されて
いる。フランクフルトの乾も主力選手扱いだ
が、90分間任されていないのが気になる。
　出場機会を求めて、シュトットガルトからマ
インツに移籍した岡崎は、まだ結果がでてい
ない。FWだからゴールがなければ、アピール
できない。厳しい定位置争いが続いている。
　これだけ日本人選手がいるブンデスリー
ガのゲームには、必ず日本人選手を見るこ
とができる。金曜日の午後から日曜日の夜ま
で、Eurosport2でブンデスリーガの試合を
楽しむことができる。

（もりた・つねお）

 　
スポーツ・エッセイ

欧州サッカー事情 盛田　常夫
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　9月初旬のある晴れやかな日にその日
がやってきた。
　「10月末を以って、帰任、同時に退職」
と、そのことは、事前に充分予想が出来て
いたとはいえ、いざそれを聞くと、心に空き
が出来たような寂しい思いが涌いてきた。
　サラリーマンとして充実した毎日を思い
出すより、「町野さん、時間ですよ！！」と聞い
たようで、言葉に表せない空虚感が体中を
駆け巡った。一方で、ピッチの中を90分間
フルに、休み無く動き、更にアディショナル
タイムもあったから良しとするか、と頭をよ
ぎった。

　思い起こせば、2003年4月にハンガリー
に異動し、既に10年と7ヶ月になろうとして
いる。当然のように、その期間は長かった
し、短くもあった。しかし、短かった感が勝っ
ている。その理由はゴルフだ。
　飽きるほどパンノニアに通ったはずだ
が、まだまだ通える。満喫していない。ヤッ
トここ数ヶ月、90台前半のスコアが出始
め、年間数回あるかないかの、80台のビ
ッグスコアの可能性に手が届くまでに“流
れ”は自分に向かいかけている。その証拠
に、9月、並み居る豪傑を負かし、最年長（
多分）優勝を勝ち取った。この流れの来る
のが遅かった。10年間掛かった。しかしま
だ流れの向きは変わっていない。まだ１ヶ
月ある。気象条件が悪化する中で、何とか
80台前半の自己ベストを。

　これまで、パンノニアに何回通った事か、
記録はないが、400回前後だろう。私以上
に通っているゴルファーを知っている。彼
らは私の現在完了と違い、まだまだ現在進
行形だから700回以上は可能だ。

　思い起こせば色んなことがあったゴルフ
場だ。
　人間耐久ゴルフ。1日に3ラウンド回ろう
との話がでて、実行した。40歳代後半から
60歳前半までの4名。真夏。熱中症を心配
して、電動カートの出番。

　その日はクラブ主催の公式コンペが組
まれていて、思うように回れなかった。先ず
は１ラウンド目、これは全員難なくクリア。
スコアは2桁の人と3桁の人が半々。
　2ラウンド目、さすが、後半となると、カー
トでもきつくなる。何とか公式コンペとバッ
テングせず、回った。スコアは2桁が1名。3
人が3桁。カートの速度が落ちてきた。
　3ラウンド目、インに入ると、コンペの最
終組に追いつく。それを避けて空いている
コースを選び、カートを走らせる。そして、

また元へ戻る。最初に参ったのが、電動カ
ートだ。回り道をしているため、ついに1台
のバッテリー上がり。その時点で残りのホ
ールは5ホール。まだ元気な1台に4セット
のバックをのせ、運転手のみ。3人は歩き。

何とか日没を前に、継ぎはぎで54ホール
完走した。3ラウンド目は全員が3桁のスコ
ア。
　その日に昼食を取ったか今は覚えてい
ない。それでも、もうこりごりだとは思わな
かった。また、チャンスがあればチャレンジ
したかった。

　次は4カ国対抗戦。
　この対抗戦は確か、チェコのJETROの

提唱で2006年から開始されたと記憶して
いる。チェコ、スロバキア、オーストリア、ハ
ンガリーの4カ国のチーム戦と個人戦であ
る。最近では各国の持ち回り幹事で、幹事
国のコースを使い、年間の最大行事とし
て、今年は8回目を数えた。
　過去のハンガリーチームの成績は優勝
１回と不本意である。私はこのコンペを大
人の遠足にたとえ、無性に楽しく、1泊2日
の遠征は待ちどうしく、年間の最優先イベ
ントの位置づけである。
　しかし、仕事の調整が付かず、1回だけ、
欠席した。その時にハンガリーは優勝し
た。私が参戦した時は常に優勝を逃がして
いる。2回のホームの試合でも優勝を逃が
している。その当時の成績を見て、私が、チ
ームの足を引っ張っているとは思わない
が、貢献しているような成績でもない。
　来年の9回大会は　ホームでの開催で
ある。残念ながら私は出席できないが勝て
る大会となると予想する。「ホームであるこ
と。前夜祭ができないこと。町野欠席のこ
と」。勝てる3拍子が揃っている。

　本帰国後は、冬場を除いたシーズンで
も、月1回ゴルファー以下に落ち着くと思
う。何故、ここでは、毎週末、5時半起きでそ
そくさとゴルフ場に向かうのか？趣味を同
じくする人と心底面白く、可笑しく楽しく時
間を過ごせることが、すばらしい。
　ゴルフは楽しいが、周りの人達との会話
はもっと楽しい。
　あるハンガリー駐在の先輩がパンノニ
アは何回プレーしても飽きない。最高のコ
ースだ。その言葉に異論は全く無い。
もっと飽きないことは、すばらしい人たちと
の会話。これに尽きる。
　最近、雨の日が多くなり、グリーンの状態
が最高に仕上がってきた。プレーの機会は
残り少なくなったが、その貴重な時間を仲
間と大事にしよう。

（まちの・のりよし　マジャールスズキ）

　7月21日（日曜日）のその日は来ました。
総勢17名で乗り込んだオーストリア。事前
に都合で2名減ってしまいましたが参加四
カ国中で最大規模。ハンガリーチームの意
気込みが現れていました。幹事の方々から
も流石ハンガリーチーム本気ですねと言
われる程でした。「はいそうです。120％本
気で勝ちに行くんです」とは口に
は出しませんでしたが心の中でつ
ぶやいていました。
　今年は柿崎部長の号令の下、本
気で勝つための準備をしてきまし
た。貸し切りバスを廃止し、「大人
の遠足」（「ドナウの四季」2013夏
季号）ではないことを参加メンバ
ー全員に知らしめました。本選で
戸惑わないように、いつも練習し
ているパンノニアコースだけでなく、本コ
ースでも事前練習を行いました。さらにメ
ンバー選考会と称して週末に行った練習
会のスコアを毎回集計しました。これによ
り個人のレベルをメンバー内で共有し、危
機感を煽り、各人が自発的にレベルアップ
図り、友達を失ってでも80台を出して行く
ような環境づくりを行いました。また、今年
はD社からの強力助っ人も事前の作戦通り
きちんと確保しました。もちろん私自身も本
気で勝ちに行く気持ちはできていました。
今まで貢献できずにいましたから。
　初年度は何も分からず参加し、大人の遠
足の流れにまかれてしまい飲むほうに忙
しく結果を出せずに終わりました。昨年度
は、名誉挽回とシーズン開始当初から意気
込み、早めに練習をスタートして順調なゴ
ルフシーズンのスタート。しかしながら自ら
の不注意で目の怪我をしてしまい、参戦す
るのがやっとになってしまいました。チーム
も準優勝で悔しさが倍増でした。前年まで
の体たらくで、「畑山さんは個人では活躍す
るがチームに貢献しない」、「あの人は全然
本番に活躍しない」という痛いお言葉もい
ただき、今年こそはと雪辱に本当に燃えて
いました。
　例年弾けてしまう決起集会という名の飲

み会も、持ち込みのアルコールなどが無か
ったせいなのか粛々と執り行われました。
会では部長からの指示通り、本コースのビ
デオ上映会なども行い、本気モードの決起
集会となりメンバーの士気は高まっていま
した。そしてその日はとうとう来てしまいま
した。

　気持ちの良い天気の下、私は1番ホール
スタート。ティーショットはナイスショット。
良し今日はいけるとの手ごたえ。何だかん
だダブルボギーになってしまったものの、シ
ョットの感じは良いので焦りはまったくあり
ません。前半の9ホールは若干悪いが想定
の範囲内で収まり、さあ後半の9ホールへ
きっちり仕上げるぞ、とメンバー全員で誓
った掟通り休憩時のビールは控え、10番ホ
ールスタート！
　「あれっ、あれっ、あれっ」、何故かティー
ショットが吸い込まれるようにO.B.へ飛ん
でいく。「後半の方が易しかったはずなの
にどうして？」とつぶやいた時には大叩き
が決まっていました。準備万端のはずが3
年目で一番悪いスコアになってしまいまし
た。うなだれる私に追い討ちをかけるメン
バーの言葉「えっーまた駄目だったの？」、「
なんだかねー駄目だったのですよねー。あ
っはっはっ」と開き直るくらいしか出来でき
ない私。内心ゴルフ止めようかと思うくらい
の落ち込みです。
　でもまだまだチームが負けたわけじゃな
いとなんとか正気を取り戻して各自のスコ

アを確認。試合後都合がつかず先に帰って
しまったメンバー等もおり、錯綜する情報
の中で、結構良い線行っていそうな事が分
かってきました。「よし！もしなんとか優勝で
きたら、あまり責められないぞ」と、他力本
願モードに切り替える私。そして運命の結
果発表の時がきました。

　上位8名のスコアが各国の1位
から順に出されていきます。やはり
思ったとおり大接戦でした。「もし
かして行ける？」と皆も思い出した
ところで出ました最終結果、なんと
4打差で（ハンガリー542打対チェ
コ538打）でチェコが優勝。「4打差
って、、、」。非情な結果にメンバー
も結果論にしかならないと分かっ
ていながらつぶやきを止めること

ができません。あそこで俺がO.B打たなけ
れば、急遽欠場になったK氏やT氏が来て
いれば、等等。私も後半の9ホールのドライ
バーショットを悔やんでも悔やみきれませ
ん。他力本願が崩れ完全に戦犯確定です。
個人的には名誉挽回に大失敗、チームとし
ても優勝を逃し、私にはまた大変苦い夏に
なりましたが、前向きに考えれば、前年あっ
た18打の差を今年は4打まで縮めたので、
今年行った強化プログラムは間違ってい
なかったと言えます。そして来年度に予定
されている、ハンガリーでの自国開催に向
けて、今年培った強化プログラムを踏襲し、
着実に各個人のレベルアップを図ってい
けば「来年は絶対」と自信を持って臨める
大会になるでしょう。
　個人的にはイギリス・メキシコ・ハンガリ
ーとゴルフ生活を続けていますが、ハンガ
リーでの日本人ゴルフ部の月例会や大吉
杯マッチプレー等、イベント的にも、メンバ
ー的にもゴルフに対する向上心を刺激す
る環境が大変素晴しいと感じています。四
カ国対抗戦が盛り上がる理由の一つだと
思います。
　皆様のご声援ありがとうございました。
来年も是非応援をよろしくお願いします。

（はたやま・けんご　ソニー）

ゴルフ雑感＠ハンガリー 3回目の四カ国対抗親善ゴルフ大会を終えて
町野　憲善

エッセイ エッセイ

畑山　建吾

2013年ハンガリーチーム
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ゴルフ部

                    2013年度、公式行事活動報告       (2013.09.12記)

○ 月例会　　　 <優勝> 　　　<２位> 　　　<３位>
・3月　山下（竹中工務店）　竹内(寿)（ﾏｼﾞｬｰﾙｽｽﾞｷ）  渡辺 (Suzuki Vilag)
・4月　鈴木（竹中工務店）　槇平（菱和）　　　　 　畑山（ｿﾆｰ）
・5月　井上（ﾌﾞﾘｼﾞｽﾄﾝ）　　柿崎（ﾏｼﾞｬｰﾙｽｽﾞｷ）　 　藤井（Eurasia）
・6月　大浦（ﾏｼﾞｬｰﾙｽｽﾞｷ）　畑山（ｿﾆｰ） 　　　　      飯尾（大吉）
・7月　鈴木（竹中工務店）　勝川（菱和）	 　　　　 栗原（ｽﾀﾝﾚｰ）
・8月　町野（ﾏｼﾞｬｰﾙｽｽﾞｷ）　川口（日本人学校）         北折（竹中工務店）
・9月　竹田（同志社大学）　阿部（大氣社）               竹内（尚）(ﾏｼﾞｬｰﾙｽｽﾞｷ)

○ 第8回四カ国対抗戦：  7月21日開催 （於オーストリア）
優勝：チェコチーム、2位：ハンガリー、3位：スロバキア、4位：オース
トリー

○第18回「大吉杯」ゴルフマッチプレー選手権（春季大会）＝ゴル
フ部後援＝　優勝：渡辺 (Suzuki Vilag)、2位： 竹内 (ﾏｼﾞｬｰﾙｽｽﾞｷ)
、3位：坂下 (ﾌﾞﾘｼﾞｽﾄﾝ)

○第19回「大吉杯」ゴルフマッチプレー選手権（秋季大会）＝ゴル
フ部後援＝  現在 2回戦、3回戦を開催中（10月末までに勝者決定）

＜部員募集＞
　月例会ゴルフコンペ、マッチプレーなどの各イベント、週末の練
習会などを精力的に実施しております。ビギナー、女性部員も大歓
迎ですので、ゴルフにご興味のある方は下記連絡先までお気軽に
お問い合わせ下さい。　（連絡先：ユーラシア・ロジスティクス 藤井
　akihiro.fujii@eurasia.hu） 

FGJ`KEI　スポーツ行事・運動サークル情報　vbeopaf\

編集部よりのお知らせ

　「ドナウの四季」のHP
が完成しました。これま
で掲載されたすべての原
稿を読むことができます。
　http://www.dan-
ube4seasons.com 
　 皆様の原稿をお待ちし
ています。エッセイ、ハンガ

リー履歴書、自己紹介、サークル紹介などの記事をお寄せく
ださい。提出いただいた原稿は、紙面統一の編集のために修
正することがあります。修正した原稿は執筆者の校正をお願
いしています。
　原稿は電子ファイルで、morita.magyar@gmail.comへ
お送りください。Word文書あるいは一太郎文書でお願いし
ます。EXCEL形式での提出はお控えください。写真および図
形は別ファイルで送付ください。

情　報

日曜テニス部

現在の部員数：　21名（男性17名、女性4名）
  
活動場所と時間帯：　毎日曜日午前9時～11時
Match-point tennis Club　
(http://www.matchpoint.hu/english/main.html)
  
本年度の実施予定活動：　日曜日
		  　　　：　テニス以外の各種親睦会（随時）
  
幹事連絡先：　伊勢雅尚メールアドレス
　　　　　　  (m.ise@idakaeurope.cz)
  
部員募集：　現在は部員数が多く、基本的に募集をしており
ませんが、但し、「女性で初心者」は別途相談とさせていただ
いています。幹事まで一報ください。

バドミントン部

部員：　中学校の体育館の2面を借りて、毎週日曜日に2時間
程度の活動をしています。運動不足の素人おじさんに加え、
女性と子供が数名で合計10名前後です。その他、時々参加さ
れる方が10名程います。
  
場所と時間：　毎日曜日の午後４時から2時間 。
中学校体育館（ブダペスト2区、 Kokeny u. 44.）
  
内容：　はじめの30分間は練習、その後ダブルスの試合を行
っています。経験者も数名いるので、初心者への打ち方指導
もやっています。
  
ラケット：　会場で貸し出し出来ますので、室内シューズを持
ってきて頂ければいつでも参加可能です。
  
参加費：　当面1,000HUF/人（試合に参加しない子供はタダ）
でやっています。
  
 その他の活動：　ウィーン日本人バドミントンクラブとの交
流会、飲み会など。
  
代表者：　池田耕平
  
問合せ先：　hujpbad@gmail.com

ブダペスト日本人学校ふれあい大運動会

坂梨家のムサシ坂梨家のヤマト

日本語広場



『夢』で繋がる熱い思い

～　in 鈴鹿サーキット～

　9月22日WTCC世界ツーリングカー選手権第10ラウンド
が。鈴鹿サーキットで決勝のレース1が行われ、ゼングー・モ
ータースポーツ（ハンガリー）専属ドライバーのミへリス・ノル
ベルト（ホンダ・シビックWTCC）が、ポール・トゥ・ウイン（ポ
ールポジションからスタートしてレースでも優勝することを指
す）で今季初優勝を挙げた。WTCC日本ラウンドは、「格闘技
レース」と呼ばれるWTCCらしい激しいバトルが繰り広げら
れた。

 前日の公式予選でポール・ポジションを獲得したミへリス
（Hondaシビック）は序盤から後続を引き離し、後続のバ
トルに巻き込まれることなく完ぺきなレース運びでポール・
トゥ・ウィンを決めた。 昨年の日本ラウンドでデビューした
Hondaシビックは今シーズン、フル参戦を果たし、ここまでに
2勝を挙げる活躍を見せていた。そしてHondaの地元鈴鹿で
見事3勝目を記録した。

　ミヘリス・ノルベルト（29歳）氏の『夢』は、WTCC日本戦で
叶う事に。現地では、多くの日本人ファンがミヘリス氏のゴー
ルを待っていた。今回応援にかけつけた一人でもある野田勝
彦氏は、昨年度までブダペスト日本人学校教員としてハンガリ
ーの地で3年間勤務し、フンガロリングでもWTCC観戦経験
があり、Honda車に『夢』の文字を書いた人物。きっかけは同
僚の日原美由紀氏より、ゼングーチームのために是非“書”を書
いてくれないか？と依頼されたこと。『夢』という書を選んだ理
由は、HONDAが作った最初のバイクの名前が「ドリーム号」だ
った事やHonda創設者である本田総一郎氏の「叶わない夢
を追うからこそ、男は目標に向かい走り続けるのだ」という言
葉から。このようなストーリーがチームの思いや信念に一致す
るのでは、ということから『夢』という漢字に決定。野田氏の書
き上げた書の中から、一週間をかけてミヘリス氏自身が最終
的にヘルメットやボディーを飾る『夢』の文字を選んだ。

　ミヘリス氏は、本当に「夢」を現実のものへ。彼は、日本戦第
１戦で誰も追いつくことの出来なかった事について、次のよう
にコメント。

　「今日は自分にとって、最高の日となりました！車のボディー
にある『夢』の漢字の通り、Honda地元の鈴鹿サーキットで優
勝でき、自分の夢を叶える事ができました。チームが一丸とな
って調整してくれたおかげで、車のコンディションは最高でし
た。昨年フンガロリングで優勝した時以来の感激です。今日の
成功のために、チームは頑張ってきました。だから、そんな苦
労のあとにある今日の優勝が本当にうれしいです！」

（情報資料・訳：Blikk、日原 美由紀,　WTCCホームページより）

野田先生とノルビさん


